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葉葉葉 月月月

昨年に引き続き、今年も奥丹沢の洒水の滝に

打たれてきました。全国各地の地域づくり・村

おこし・街づくりのお手伝いをしながら、そも

そも「人にとっての幸せとは何か」「地域振興

とは如何なる状態を指すのか」といった根源的

な問いに対する答えを探し続け、東西の近代哲

学や宗教哲学に触れ、同時に我欲に対しても至

らぬながら向き合っています。

本紙レギュラーで行政マンの溝口さんも袋井

市で入滝されたと今月の記事。離れてはいます

が、地域づくり・町興しをお手伝いする二人が

ともに滝に打たれている妙縁に驚きました。

さて前年同様、東京でミュートネットワーク

を主催されている河野智聖先生の御一行に混ぜ

て頂きました。今年は、さらにチベット密教と

我が国の修験道を相修された川島金山先生もゲ

スト参加され、前日の研修と入滝の先達を務め

ていただく趣向。東京から現地までお二人の先

生方と車での同行を許され、道中会話がたいへ

ん盛り上がりました。

金山先生からは修験道の正式な入滝の作法を

惜しみなくご教授いただきました。東京からの

参加者には事前研修があったそうですが、遠方

から参加の私は前日からの速習。

梅雨の豪雨のせいでしょうか。前年よりも遥

かに水量が増していました。中には弾き飛ばさ

れて中々入れない方もありました。いざ瀧を前

にすると、俄か覚えの知識は真っ白に。それで

も、金山先生の暖かいお導きで、なんとか行を

終えることができました。（写真右が金山先

生）撮影してもらったビデオを見ると10分程も

打たれていたようです。

水は強く打つのですが、

何故か瀧は優しく感じたの

が不思議です。皆様に深く

感謝申し上げます。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

能登・薬師の里にて

by hama



濱
の
つ
ぶ
や
き

『

自
治
力

』

参
議
院
選
挙
を
目
前
に
し
た
金
曜
日
。
何
故
か
早
め
に
仕

事
を
終
え
て
、
能
登
の
自
宅
に
帰
っ
て
い
た
。
そ
の
夜
、
一
時

間
に
百
十
ミ
リ
を
越
え
る
局
地
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

そ
の
後
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
が
続
い
た
。
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

豪
雨
の
激
し
さ
を
伝
え
る
の
に
、「
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返

し
た
よ
う
な
」
と
表
現
す
る
が
、
時
間
百
ミ
リ
超
で
は
「
湯
船

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
」
と
表
現
が
合
う
か
も
知
れ
な

い
。
家
の
前
の
道
も
川
の
如
く
と
な
り
、
全
て
の
窓
を
閉
め
只

呆
然
と
室
内
か
ら
眺
め
て
い
る
し
か
無
い
。

雨
は
、
ほ
ぼ
一
時
間
程
で
止
ん
だ
。
川
が
増
水
し
て
被
害
が

出
る
の
は
、
雨
よ
り
や
や
遅
れ
る
。
ホ
ッ
と
す
る
の
も
束
の

間
、
村
の
役
員
が
巡
回
し
て
き
て
道
路
や
田
畑
、
家
屋
に
被
災

が
あ
り
、
明
朝
総
出
で
の
復
旧
作
業
を
告
げ
た
。

翌
日
は
、
抜
け
る
よ
う
な
快
晴
。
幸
い
災
害
は
我
が
集
落
周

辺
に
限
定
的
。
集
落
内
を
流
れ
る
河
川
の
上
流
で
土
砂
崩
れ

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
最
高
水
位
の
周
辺
は
土
砂
が
堆
積
し
て

い
て
ハ
ッ
キ
リ
そ
れ
と
判
っ
た
。
朝
八
時
か
ら
始
ま
っ
た
作

業
は
一
部
を
除
き
、
ほ
ぼ
全
戸
か
ら
一
人
ず
つ
が
出
動
し
た
。

他
に
親
戚
・
縁
者
の
応
援
が
被
災
し
た
家
々
に
入
っ
た
。

橋
に
引
っ
か
か
っ
た
流
木
や
ゴ
ミ
や
、
道
路
に
堆
積
し
た

土
砂
を
取
り
除
く
。
何
処
か
ら
か
重
機
を
借
り
、
免
許
を
持
つ

者
が
操
作
を
す
る
。
集
落
内
の
主
要
道
路
は
一
部
陥
没
。
早
速

（
前
号
に
続
く
）
話
を
戻
し
た
い
。
小
学
生
の
時
の
将
来
の
夢

「
吉
本
興
業
に
入
っ
て
人
を
笑
わ
せ
た
い
」
そ
れ
は
、
自
分
の
父

親
が
地
元
の
祭
り
で
総
合
司
会
を
し
て
い
た
時
、
場
を
和
ま
せ

る
為
に
自
ら
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
に
仮
装
し
て
舞
台
に
立
っ
て
い

た
。
祭
り
に
来
て
頂
い
た
お
客
さ
ん
の
為
に
、
自
分
に
は
何
が
出

来
る
か
？
と
考
え
た
結
果
が
、
仮
装
す
る
事
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

舞
台
上
で
会
場
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
た
り
、
笑
い
を
と
る
父
の

姿
が
、
小
学
生
の
自
分
に
と
っ
て
物
凄
く
心
を
動
か
さ
れ
た
の

だ
と
思
う
。
ま
ぁ
、
単
純
に
お
笑
い
＝
よ
し
も
と
の
イ
メ
ー
ジ

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
中
学
で
は
文
化
祭
で
一
つ
上
の
先
輩
と
コ
ン

ビ
を
組
み
漫
才
を
し
た
。
高
校
で
は
文
化
祭
で
コ
ン
ト
を
。
と
に

か
く
ス
テ
ー
ジ
上
に
立
っ
て
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
が
快
感

だ
っ
た
し
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
見
た
い
一
心
だ
っ
た
。

高
校
卒
業
後
の
進
路
を
決
め
る
時
、
表
現
の
可
能
性
に
魅
力

を
感
じ
、
俳
優
の
専
門
学
校
に
き
め
た
。
そ
こ
で
は
沢
山
の
事
を

学
ん
だ
。
単
に
演
じ
る
だ
け
で
な
く
、
企
画
・
制
作
・
脚
本
・
演

出
・
舞
台
美
術
・
照
明
・
音
響
・
映
像
制
作
・
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
な

ど
な
ど
。
数
え
き
れ
な
い
程
の
情
報
や
経
験
を
２
年
間
に
詰
め

込
ん
で
一
気
に
学
ん
だ
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
舞
台
や
作
品
を
作
り

上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
座
学
の
み
な
ら
ず
常
に
実
践
で
経
験
す

る
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
か
な
り
過
酷
だ
っ
た
。
そ
の
反

面
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
け
た
事
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
卒
業
後
を
考
え
て
い
る
と
き
に
、
俳
優
や
タ
レ
ン

ト
に
な
り
た
い
な
ら
田
舎
か
ら
発
信
し
て
い
く
の
が
近
道
だ

よ
。
と
い
う
岸
本
氏
の
下
で
修
業
を
す
る
事
に
な
り
、
地
元
に

帰
っ
て
き
た
。

結
局
の
と
こ
ろ
「
笑
い
」
と
い
う
も
の
か
ら
「
俳
優
」
を
目
指
し

た
自
分
の
夢
は
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
「
地
域
づ
く
り
」
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
の
六
年
は
、
常
に
疑
問
だ
っ
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

仕
事
に
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
。
い
つ
か
、
ま
た
「
俳
優
」

に
な
る
為
に
都
会
へ
出
た
い
と
、
葛
藤
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
域

づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
い
く
中
で
、
様
々
な
人
と
の
出
会
い
が
少

し
ず
つ
自
分
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

地
域
に
生
き
る
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
は
果
た
し
て
十
年
後

存
在
る
す
る
だ
ろ
う
か
？
誰
が
ど
の
よ
う
に
、
こ
の
人
の
知
恵
や

経
験
を
受
け
継
い
で
い
く
の
だ
ろ
う
か
？
受
け
継
い
で
い
く
の

は
、
誰
で
も
な
い
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
自
分
自
身
で
あ
る
。

自
分
の
人
生
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
い
ろ
ん
な
人
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
自
分
を
見
直
す
こ
と
は
、
自
分
の
お
か
れ
た
立
場

や
環
境
を
理
解
す
る
と
同
時
に
、
出
会
い
に
よ
っ
て
「
活
か
さ
れ
て

い
る
」
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
が
生
ま
れ
て
く
る
。
昨
年
四
月
に
結
婚

し
、
今
年
三
月
三
一
日
に
家
族
が
増
え
た
。
小
さ
な
命
を
守
る
と
い

う
大
き
な
責
任
は
、
日
々
の
自
分
を
支
え
る
「
生
き
る
力
」
で
あ
る

こ
と
を
心
か
ら
感
じ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
人
と
の
出
会
い
の
中
で
励

ま
さ
れ
、
自
分
の
生
ま
れ
た
地
域
の
良
さ
に
気
付
け
た
こ
と
で
、
小

学
生
の
こ
ろ
に
抱
い
た
夢
は
「
地
域
の
人
た
ち
を
笑
顔
に
す
る
」
こ

と
へ
と
具
体
的
に
な
っ
て
き
た
。

自
分
が
活
か
さ
れ
て
い
る
事
へ
日
々
感
謝
し
、
大
地
に
大
き
な

根
を
張
っ
て
、
大
き
な
花
を
咲
か
せ
た
い
。

業
者
も
駆
け
つ
け
て
復
旧
工
事
が
併
行
す
る
。
そ
の
た
め
の
主

な
道
路
を
先
行
し
て
作
業
し
、
後
に
全
て
の
路
地
と
被
災
し
た

家
屋
の
床
下
、
納
屋
・
蔵
の
片
付
け
の
手
伝
い
と
続
く
。
道
路
の

土
砂
は
、
中
途
半
端
に
乾
く
と
固
く
締
ま
り
、
ス
コ
ッ
プ
が
立
た

な
い
。
一
輪
車
と
の
人
海
戦
術
で
大
ま
か
に
除
い
た
後
、
洗
い
流

す
し
か
な
か
っ
た
。

道
路
な
ど
共
用
部
分
に
目
途
が
立
つ
と
、
皆
は
被
災
家
屋
に

入
り
だ
す
。
高
齢
や
独
居
、
空
家
で
作
業
が
進
ん
で
い
な
い
家
屋

も
、
多
勢
の
手
に
よ
り
見
る
見
る
う
ち
に
片
付
い
て
ゆ
く
。
町
会

長
に
携
帯
電
話
で
怒
鳴
ら
れ
て
市
の
担
当
者
が
や
っ
て
来
た
の

は
、
概
ね
作
業
が
終
わ
っ
た
頃
だ
っ
た
。
全
て
が
終
わ
り
解
散
と

な
っ
た
の
は
夕
方
十
六
時
を
回
っ
て
い
た
。

能
登
半
島
地
震
の
時
も
そ
う
だ
っ
た
。
震
源
地
に
近
い
あ
る

集
落
が
孤
立
。
行
政
か
ら
の
救
助
を
期
待
せ
ず
、
隣
接
漁
港
か
ら

漁
船
を
依
頼
し
て
女
性
と
子
ど
も
、
病
人
を
海
路
で
非
難
さ
せ
、

七
十
を
越
え
た
町
会
長
の
元
、
健
康
な
男
ど
も
だ
け
が
残
っ
て
、

亀
裂
が
入
っ
た
斜
面
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け
、
道
路
を
自
力

で
復
旧
さ
せ
、
そ
の
後
も
自
警
し
た
と
聞
く
。

国
民
主
権
と
い
う
。
自
治
と
い
う
。
我
が
集
落
も
高
齢
化
が
著

し
い
。
高
齢
者
が
半
数
を
超
え
る
と
限
界
集
落
と
い
う
ら
し
い
。

本
当
の
自
治
力
と
は
、
緊
急
時
に
行
政
に
頼
ら
ず
自
力
で
復
旧

で
き
る
能
力
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
限
界
集

落
と
は
、
高
齢
化
率
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
分
の
事
し
か
考
え
ら

れ
ず
地
域
に
非
協
力
な
住
民
の
割
合
に
因
る
の
で
は
な
い
か
。

と
災
害
を
経
験
す
る
た
び
に
思
う
の
で
あ
る
。

寄
稿
『
生
き
る
力
②
』
ひ
ま
わ
り
亭

杉
松

孝
亮

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

す
ぎ
ま
つ

た
か
あ
き

)

一
九
八
四

年
一
月
二
九
日
生
ま
れ
。
二
〇
〇

四
年
大
阪
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専

門
学
校
卒
業
後
、(

有)

プ
リ
ズ
ム
に

就
職
。
二
〇
〇
九
年
十
月(

有)

ひ
ま

わ
り
亭
に
就
職
。
現
在
に
至
る
。



速報 ｢二重課税訴訟｣国の敗訴確定
生命保険金の受取時の課税について
去る7月6日、最高裁において、被保険者が死亡した後に

受取人が年金形式で受け取る保険金について、相続税でその年金受給権を課税対象としたうえ

で、年金を受け取るたびに、所得税を課すのは二重課税であるとして、国に課税の取消しを求

めた訴訟の上告審判決がありました。

経緯
① 平成18年11月 長崎地裁・・・二重課税（原告勝訴）

② 平成19年10月 福岡高裁・・・一審破棄（原告敗訴）

今回の最高裁判決
二審の高裁判決を破棄、所得税の課税処分の取消しを命じ、原告側逆転勝訴が確定。

判決のポイント
そもそも「二重課税」の意味は、保険金の年金受け取りについては

① 相続時に｢年金受給権｣として相続税の課税対象

② さらに各年の年金額については所得税の課税対象

という、この同じ課税年金に対し、二重に課税がなされているとするのが｢二重課税訴訟｣です。

具体的に今回の最高裁判決では次のような考えを展開しています。

前提になる条件

契約者及び被保険者：夫、年金受取人：妻

年金月額：20万円（年金受取総

額4,800万円）

相続税評価額：1,920万円（旧

相続税法24条適用後の金額）

① 相続時の課税対象額は将

来年金として受取る総額（4,800万円）の60%評価1,920万円である。

今回の判決は・・・・
② この相続時に課税を受けた1,920万円も含めて各年の年金を雑所得として課税するのは

二重課税である。

③ 従って年金として課税すべきは1,920万円を超える2,880万円（4,800万円－1,920万

円）に留めるべき。

これが今回の判決における「二重課税」の概念です。この判決を受け、国税庁は具体的な

還付請求に係る｢既存の法令通達の改正・整備｣「方法論」等検討中と思われ、現時点で、具

体的なことは何も発表されていません。分かり次第、皆様にお知らせしたいと思います。

今回は、秋田県日本海沿岸の由利本荘市内を走る由利高原鉄道（羽後本荘～矢島）

について私が学生を引率した巡検から案内する。

この７月、私が本学観光学科で担当する「交通地理」の授業において、学生の現地

研修で由利高原鉄道（鳥海山ろく線）の乗車と第３セクター会社へのヒアリング調査

を行った。受講学生は３年生３名であったが、この鉄道に乗車するのは全員はじめて

であった。授業では地方をめぐる鉄道、バスなどの公共交通の問題をいくつかの事例

を入れて講義したが、なかなか伝わらないもどかしさを感じていた。残念ながら、学

生の多数は自分で計画して旅行するという経験があまりないことと、地域の問題へ

の関心が高くないということが実情である。そのためにも、現地を見る、知ることが

大事であると日頃から意識しているがなかなか実現できないでいた。

秋田駅から羽後本荘駅までＪＲ羽越本線に乗車し、羽後本荘駅で

由利高原鉄道の車両（１両）に乗り換える。日曜日の10時50分発の

列車で車内は15名、ざっとみたところ観光客と地元客の比率は2:1

であろうか。観光客らしき人のうち、半分は中高年男性の鉄道ファン

風の方である。この日は最近、多くの第３セクター鉄道等で導入して

いる客室アテンダントが乗車していた。由利高原鉄道では昨年から、

秋田県の雇用対策関係の補助金を使用し客室アテンダントを臨時職員として３名を

採用しているとのことである。客室アテンダントは、乗客に手作りの小物の記念品を

渡し、子どもには金平糖を手渡していた。途中駅からは３世代の家族連れが乗車し、

「何十年ぶりに乗車したよ」などと話している。運転士も途中、ゆりの花が見えると

ころ、子吉川の沿岸あたりでは車窓ガイドと減速運転で乗客を楽しませてくれてい

た。こうして羽後本荘と矢島間の23kmを40分で走行し、矢島駅に到着した。

到着後、由利高原鉄道の方に概要等の説明を受けた。

1985年に旧国鉄矢島線を引き継ぎ開業後５年は黒字経営

であった。その後、赤字に転じ秋田県と由利本荘市が50％

ずつ補填しているという。現在の利用客の70％は高校生で

あり、少子化で毎年減少している。これは私の勝手な試算で

あるが、羽後本荘～矢島間（往復運賃1.160円）で高校生１

人の通学定期客が減るとすると定期券代で年間18万

7,920円、この減少分を埋めるためには観光客162人が往復で１回、乗車しなけれ

ばならない計算になる。

由利高原鉄道としても観光客増加のために、ビール列車、こいのぼり列車、七夕列

車などのイベント列車を運行しているほか、山形県の山形鉄道（フラワー長井線）と

連携し、相互送客に取り組んでいる。

参加した学生は、第３セクター鉄道の厳しい現状を改めて実感するとともに、この

鉄道を持続させていかなければということを意識してくれたように思う。改めて、

学生にとって早い時期に多くの実体験を積ませる必要を感じたところである。

きただより43 ノースアジア大学 上村 康之

『 由利高原鉄道鳥海山ろく線の状況と取り組み 』
『 Insurance&Taxコンサルティング No25』
プルデンシャル生命保険㈱ 金沢支社 窪 正裕



やせ我慢していたせいか人より長めの時間滝に打たれることに

なった。あごを引き後頭部下に滝を受ける。受けた滝の水が首

筋から流れ落ちていく。白装束はぴったりと体にくっつき、霊

水が全身を包み込む。冷たさ、痛さの次は意識が朦朧となり仏

に近づいていくと思っていたが、そこまでやると素人の我々に

は危険なので一分間までぐらいで終わっていく。でも実に長い

一分であった。朝は氷が張ったであろう池の中で滝に打たれる

順番を待つ人たちを横目に濡れた白装束から作務衣にすぐに着

替えた。体はホカホカ、内部から熱を発していることがわかる。

滝業のあとには、地元にある「わしょく亭高尾」のこだわりの薬膳弁当が待っ

ていた。鯉、鯛味噌、鮪と昆布、蕗のとう、菜の花、筍、、メニューには食材が

書かれ、それぞれの効能が書かれていた。そこに書かれていた「菜の花 ガン予

防」が気になった。そうか、菜の花かぁ

油山寺を後に、この旅の最後「法多山」に向う。遠州三山の一つで最も規模が

大きく、参拝者も相当に多い。725年聖武天皇勅命により、行基上人によって創

建。高野山真言宗に属し厄除け観音として知られる。名物の「厄除け団子」はお

勧め。

とにかく広い境内を拝観、その後普段は入ることができない本坊にて「お茶の

歴史と心」の講和があった。仏教とともに伝来したお茶の歴史、そしてお茶の持

つ八つの福― 眼福、鼻福、耳福、唇福、口福、到福、幸福、至福のお話を伺っ

た。そしてお茶の入れ方。袋井のお茶は深蒸茶なので、70～80度のお湯に40秒

ぐらいで出すとのこと。これをあえて50～60度、90秒ぐらいで出すのも一興

だ。遠方に出かけるときに静岡のお茶をただ差上げるのではなく、煎茶を出すコ

ンパクトな茶器を持参し、たっぷりめの茶葉に一煎目は50度50ccのお湯で2分

ぐらいかけて出す。そして一滴残らず器に取り、それを人数分の湯呑に分ける。

二煎目は80度でいつもの湯量で出す。一煎目の甘みのある深い味、二煎目はしぶ

い味の異なる味が楽しめて、普段飲んでいるお茶の味との違いに驚かれる。

お茶の後は「心の書」一文字として、半紙に今回の旅を一文字で墨書きし、そ

れを掲げて一人ずつ皆の前で、今回の旅のことを語るというのだ。なかなかうま

いことをする。

小生は「喜」とした。実に結構な旅をさていただいた。「お坊さんの日常生活

を体験し、新しい自分を発見する」というコピーに相応しい内容だった。新しい

自分を発見したつもりが、すぐに鮮度が落ちるので、ま

た「三日坊さん」を旅しなければと思う。次回は２泊３

日コースに参加したいものだ。是非、貴方もご一緒にど

うぞ。

毎日実施している旅行商品ではなく、すぐは９月

11,12日及び11月20～22日にある。（詳しくは袋井

市観光協会のＨＰから） おしまい

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』

静岡県 溝口 久

（前号から続く） ５時起床。２月14日の夜明けは振鈴とともに始まった。身の

回りを整えると、座禅「暁天坐」。ここで心を整える。

次は朝のおつとめ「朝課」。どの宗教でも朝夕におつとめがあるが、神・仏

に、鳴り物を入れ念仏を唱えて祈るということである。袈裟に身を包んだ住職、

修行僧が行うおつとめに同席した。

いよいよ、朝食になる。「小食 (しょうじき)」と呼

び、おかゆとひじき、漬物にごま塩がついていた。この

おかゆには十の利点ありと教わる。色艶、気力、長寿、

安楽、言葉清く爽やか、宿便残らず、風邪を引かない、

消化よく栄養となる、喉の渇かず、便通もよし。とのこ

と。何より腹八分は良し。昨日の夕食「薬石」同様の作

法に基づき食が進む。

食後、作務があり風呂掃除が当てられた。作務終了まで、健康そのものを心底

感じる朝の一連の行動であった。

そしていよいよ、三日坊さんの旅のメインイベントとも言える「滝行」の場、

油山寺に向う。千古の昔、考謙天皇が眼病の時に油山寺の薬師如来に祈願をかけ

られ、滝の水を加持祈祷し、その霊水で洗眼され、眼病全快された所以の滝であ

る。その名も「るりの滝」、名に相応しい優しい一筋の瀧である。

到着後、住職の案内による境内拝観をし、写経に入

る。紙に息がかからぬように和紙のマスクをかけ、薄く

書かれたお経を慎重になぞり書きしていく。結構集中で

きるものである。

「滝行」の時間が刻一刻と迫ってきた。二月の寒中時

だけに体調に自信のない方は無理してこの荒行をしない

ようにと言われた。二日前ほど前の喉の痛みは不思議と

収まっており、ここまで来てやらぬわけにはいかない。結局14人の参加者のう

ち、滝行をしなかったのは一人だけで、私より年上にもかかわらず女性は皆、瀧

に打たれる事になった。

「るり滝」の傍らには滝行のために更衣スペースが設けられ、そこで白装束に

なった。滝の流れ落ちる池にまずはつま先からそろりそろりと足を入れる。冷た

い！足首上10センチ程の池に入っていると冷たさは痛さに変わってくる。まずは

般若心経を皆で唱えた後、一人ずつ滝に打たれる。松平健に似た住職が仁王立ち

して不動明王真言「ノーマァサマンダ バザラダンカン」と唱える。滝に打たれ

る者も同じように唱える。目をかっと開き気合を入れて滝に臨んだ。住職がいい

というまで打たれる。その人の反応を見ての判断だ。小生は威勢よくというより


